
 情報レポート 平成 29年 10月分  

（平成 29年 11月 10日集計） 

Ⅰ．概 況 

内閣府が 10月 25日に公表した月例経済報告で、「景気は、緩やかな回復基調が続い

ている。先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果も

あって、緩やかに回復していくことが期待される。ただし、海外経済の不確実性や金

融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。」としている。 

 

一方県内中小企業では、前年同月比、前月比ともに売上は改善した。しかし、10 月

22 日に上陸した台風 21 号、10 月 29 日に接近した台風 22 号の影響による売上減や人

手不足の対応等厳しい状況が続いているという声も聴かれた。県内中小企業の経営環

境は厳しい状況が続いている。 

Ⅱ．業種別状況等 

＜製造業＞ 

① 繊維・同製品 

受注状況も悪いまま、先の状況も良い見通しは見えてこない。 

 

② 印刷 

前月から受注に動きが出てきたが継続性がなく、上向いたかと思えばバタッと止ま

る波のある状況が続いており、年末商戦に向けて不安な材料である。また、選挙特需

は有り難かったが、今後政治、経済、物価の大きな変化が予測され、これらが業界の

先行きにどの様な影響を与えるか見据えながら変化に対応していきたい。 

 

③ 化学・ゴム 

10 月に開催した展示会については、来場者は前の週と同じ週に東京でイベントが開

催された影響があったのか、前年よりも約 5％ダウンであった。成約高については現在

集計中である。 

 

④ 窯業・土石製品 

周辺同業者は大阪を中心とした組合へ加入が進みつつあり、値戻しの動きが強まり

つつある。 

 

⑤ 電気機器 

10 月は実働日数増により増加している。国内自動車メーカー2 社の不祥事による影

響が危惧される。 

 

⑥ その他 

 10月の売上高は先月よりも約 10％減少し、今期になって最悪の状況となった。ただ、

海外への輸出高が少し増加したが、このまま増加傾向が持続するとは考えられない。 

 



＜非製造業＞ 

⑦ 卸売業 

売上、収益共に悪化の一途をたどり、業務縮小・人員整理等合理化が一段と進み、

縮小再生産を繰り返す状態である。 

 

⑧ 小売業 

10 月は厳しい状況の中、なんとか売上はキープ致しました。品目によってバラツキ

が出ています。年末売上に拡販中です。 

 

⑨ 商店街 

今月は国政選挙と地方選挙が行われ、それに輪をかけて天候不順（台風）等も重な

り、景気の良くなる要素に乏しく景気（売上）の浮上は見られず、依然厳しい景況が

続いているのが現状であり実態です。 

 

⑩ サービス業 

業況は不変の状況。一段の上昇には外国人誘致、首都圏客の誘致が大きなポイント

です。 

 

⑪ サービス業 

選挙絡みでかなり忙しくはあったが、大幅な利益アップには中々繋がらない。 

 

⑫ 運輸業 

9 月後半から貨物量は増加傾向で、10 月もその流れを継続しているが、ドライバー

不足は一向に解消していないので、対応に苦慮している状況は変わらない。しかしな

がら、ドライバーの健康管理面を重視し、無理な配車は行わないという考えが浸透し

てきており、お得意様からの依頼でも輸送をお断りする会員が増えつつある。ドライ

バーの待遇改善を目的とした運賃交渉も徐々に行われている模様。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 景気動向（前年同月比）の推移 （ＤＩ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

兵庫県中小企業団体中央会  

担当：情報・総務部 情報支援課   

TEL: 078-331-2045 

 

【全国版の月次景況調査について】 

全国中小企業団体中央会が毎月 20日頃に公表しています。 

詳細は下記 URLをご覧ください。 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx

